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【
解
読
文
】 

○
万
石
以
上
披
露
口 

一
月
次
四
品
以
上
名
披
露
下
司
不
申
候 

乍
去
陸
奥
守
摂
津
守
紀
伊
守
者
下
司 

附
申
候
百
官
名
も
下
司
不
申
候
造
酒
正 

市
正
者
其
侭
申
候 

但
無
官
縫
殿
介
内
蔵
介
抔
も
介
を 

申
候 

一
御
暇
之
節
者
誰
人
ニ
而
も
下
司
不
申
候 

苗
字
名
計 

一
参
勤
其
外
御
礼
之
面
々
者
苗
字 

名
下
司
と
も
ニ
申
候 

一
節
句
ニ
罷
出
候
御
礼
衆
披
露
苗
字 

名
下
司
と
も
ニ
申
し
候 

一
紀
伊

キ

ノ

守カ
ミ 

一
摂
津

ツ

ノ

守カ
ミ 

一
弾ダ

□

正
シ
ャ
ウ
ノ

大
弼

ダ
イ
ヒ
ツ 

一
弾
正

少

弼

ノ
シ
ョ
ウ
ヒ
ツ 

一
中
務
大
輔

ノ
タ
ユ
ウ 

一
民
部
大ノ

輔 

一
宮
内
大ノ

輔 

一
式
部
大ノ

輔 

一
兵
部
大ノ

輔 

一
大
蔵
大ノ

輔 

一
中
務
少
輔

ノ

セ

ウ 

一
民
部
少ノ

輔 

一
宮
内
少ノ

輔 

一
式
部
少ノ

輔 

一
兵
部
少ノ

輔 

一
大
蔵
少ノ

輔 

右
之
通
惣
而
セ
ウ
与
計
り
申
之
セ
ウ 

ユ
ウ
与
ハ
不
申
候
尤
大
輔
ハ
タ
ユ
ウ
与
申
候 

趣
先
格
留
類
ニ
記
シ
有
之
候
所
よ
り
何
故
ニ 

セ
ウ
ト
計
り
唱
候
哉
与
段
々
取
調
候
処
、 

一
体
少
輔
ハ
セ
フ
フ
ニ
而
フ
ノ
ヲ
ン
ハ 

中
ニ
こ
も
る
故
ニ
セ
フ
ト
唱
候
已
ニ
京
師 

ニ
而
は
少
輔

セ

フ

ト
唱
候
、
大
輔

タ

イ

フ

ヲ
通
俗
イ
ヲ
フ
ニ 

加
ヱ
大
輔
ト
云
其
ノ
大
輔

タ

イ

フ

ニ
習
而
少
輔

セ
フ
イ
フ 

ト
申
来
候
間
為
念
右
之
趣
此
処
ニ 

記
置
候
事 

一
三
宅

ミ

ヤ

ケ 

一
松
浦

マ
ツ
ウ
ラ 

一
山ヤ

マ

内ウ
チ 

一
増
山

マ
シ
ヤ
マ 
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一
安
部

ア

ベ 

一
米
倉

ヨ
ネ
グ
ラ 

一
米
津

ヨ
ネ
キ
ヅ 

 
 

一
朽
木

ク

ツ

キ 

一
建
部

タ

ケ

ベ 
阿
ニ
一
嶋
津

シ

マ

ズ 

 

前
田

マ

エ

ダ 

右
ハ
マ
ヱ
ダ
ニ
可
有
之
処
兎
角 

マ
イ
ダ
ト
唱
候
人
々
有
之
候
処 

よ
り
同
役
衆
之
内
不
後
生
候
儀 

有
之
候
付
前
田
大
和
守
江
相
尋 

候
之
処
マ
ヱ
ダ
の
旨
ニ
付
為
念 

此
処
江
掛
紙
致
置
候
事 

【
読
み
下
し
例
】 

○
万
石
以
上
披
露
口 

一
月
次
四
品
以
上
名
披
露
、
下
司
申
さ
ず
候
。 

去
り
乍
ら
、
陸
奥
守
・
摂
津
守
・
紀
伊
守
は
下
司 

附
け
申
し
候
、
百
官
名
も
下
司
申
さ
ず
候
。
造
酒
正
・ 

市
正
は
そ
の
ま
ま
申
し
候
。 

但
、
無
官
縫
殿
介
・
内
蔵
介
抔
も
介
を 

申
し
候
。 

一
御
暇
の
節
は
、
誰
人
に
て
も
下
司
申
さ
ず
候
。 

苗
字
・
名
ば
か
り
。 

一
参
勤
其
外
御
礼
之
面
々
は
、
苗
字
・ 

名
・
下
司
と
も
ニ
申
し
候
。 

一
節
句
ニ
罷
出
候
御
礼
衆
披
露
、
苗
字
・ 

名
・
下
司
と
も
ニ
申
し
候
。 

一
紀
伊

キ

ノ

守カ
ミ 

一
摂
津

ツ

ノ

守カ
ミ 

一
弾ダ

□

正
シ
ャ
ウ
ノ

大
弼

ダ
イ
ヒ
ツ 

一
弾
正

少

弼

ノ
シ
ョ
ウ
ヒ
ツ 

一
中
務
大
輔

ノ
タ
ユ
ウ 

一
民
部
大ノ

輔 

一
宮
内
大ノ

輔 

一
式
部
大ノ

輔 

一
兵
部
大ノ

輔 

一
大
蔵
大ノ

輔 

一
中
務
少
輔

ノ

セ

ウ 

一
民
部
少ノ

輔 

一
宮
内
少ノ

輔 
一
式
部
少ノ

輔 

一
兵
部
少ノ

輔 

一
大
蔵
少ノ

輔 

右
の
通
り
、
惣
て｢
セ
ウ｣

と
計
り
こ
れ
を
申
し
、｢

セ
ウ 
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ユ
ウ｣

と
ハ
申
さ
ず
候
。
尤
、
大
輔
ハ｢

タ
ユ
ウ｣

と
申
し 

候
趣
、
先
格
留
類
ニ
記
シ
こ
れ
有
り
候
所
よ
り
、
何
故
ニ 

｢
セ
ウ｣

ト
計
り
唱
候
哉
と
、
段
々
取
り
調
べ
候
処
、 

一
体
少
輔
ハ｢

セ
フ
フ｣

ニ
て
、｢

フ｣

ノ
ヲ
ン
（
音
）
ハ 

中
ニ
こ
も
る
（
籠
も
る
）
故
ニ
、｢

セ
フ｣

ト
唱
候
、
已
ニ
京
師 

ニ
て
は
少
輔

セ

フ

ト
唱
え
候
、
大
輔

タ

イ

フ

ヲ
通
俗｢

イ｣

ヲ｢

フ｣

ニ 

加
ヱ
大
輔
ト
云
、
其
ノ
大
輔

タ

イ

フ

ニ
習
て
、
少
輔

セ
フ
イ
フ

ト 

申
し
来
り
候
間
、
念
の
た
め
右
の
趣
此
処
ニ 

記
し
置
き
候
事
。 

一
三
宅

ミ

ヤ

ケ 

一
松
浦

マ
ツ
ウ
ラ 

一
山ヤ

マ

内ウ
チ 

一
増
山

マ
シ
ヤ
マ 

一
安
部

ア

ベ 

一
米
倉

ヨ
ネ
グ
ラ 

一
米
津

ヨ
ネ
キ
ヅ 

 
 

一
朽
木

ク

ツ

キ 

一
建
部

タ

ケ

ベ 
 

阿
ニ

一
嶋
津

シ

マ

ズ 

 

前
田

マ

エ

ダ 

右
ハ｢

マ
ヱ
ダ｣

ニ
こ
れ
有
る
べ
き
処
、
兎
角 

｢

マ
イ
ダ｣

ト
唱
え
候
人
々
こ
れ
有
り
候
処 

よ
り
、
同
役
衆
（
奏
者
番
）
之
内
不
後
生
候
儀 

こ
れ
有
り
候
ニ
付
、
前
田
大
和
守
え
相
尋
ね 

候
の
処
、｢

マ
ヱ
ダ｣

の
旨
ニ
付
、
念
の
た
め 

こ
の
処
え
掛
紙
致
し
置
き
候
事
。 

【
語
句
解
説
】 

○
月
次
（
つ
き
な
み
）
＝
月
次
御
礼
の
こ
と
。
大
名
・
諸
士
が
江
戸
城
に

登
城
し
将
軍
に
謁
見
す
る
日
の
う
ち
、
毎
月
朔
日
・
十
五
日
・
二
十
八

日
の
定
例
日
の
こ
と
。 

○
四
品
（
し
ほ
ん
）
＝
武
家
に
与
え
ら
れ
た
官
位
の
ひ
と
つ
。
大
臣
と
な

る
将
軍
や
、
大
納
言
・
中
納
言
と
な
る
徳
川
一
門
・
金
沢
藩
前
田
家
を

除
く
と
、
大
名
の
官
職
は
、
中
将
→
少
将
→
侍
従
→
四
品
→
諸
大
夫
（
従

五
位
下
）
で
、
侍
従
・
四
品
と
な
る
大
名
も
一
握
り
に
過
ぎ
ず
、
大
部

分
は
諸
大
夫
ど
ま
り
で
あ
っ
た
。
江
戸
期
の
武
家
官
位
は
公
家
の
そ
れ

と
は
別
系
統
と
な
り
、
将
軍
が
任
命
し
た
う
え
で
朝
廷
へ
手
続
き
が
と

ら
れ
、
勅
許
を
得
て
叙
任
さ
れ
た
。
官
位
は
位
階
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
お

り
、
四
品
は
従
四
位
下
、
諸
大
夫
は
従
五
位
下
を
指
し
た
。 

○
陸
奥
守
等
＝
江
戸
時
代
の
武
士
は
、
た
と
え
ば
丹
羽
若
狭
守
高
庸
の
よ

う
に
氏
・
名
の
間
に
「
国
名
＋
守
」
と
い
う
名
乗
り
を
有
し
て
い
た
。

こ
れ
は
律
令
官
制
で
諸
国
の
長
官
が
授
け
ら
れ
た
受
領
名
に
淵
源
す
る

が
、
江
戸
期
の
そ
れ
は
一
般
に
支
配
領
域
と
の
関
係
は
な
く
、
単
な
る

名
乗
り
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
酒
井
忠
敬
は
安
永
７
年
に
日
光
奉
行
に

就
任
し
た
の
を
機
に
諸
大
夫
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
あ
わ
せ
て
小
平
次
と

い
う
通
称
を
因
幡
守
と
い
う
官
名
に
改
め
て
い
る
。
幕
府
よ
り
諸
大
夫

を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
と
希
望
の
名
乗
り
を
幕
府
に
提
出
、
幕
府
は
同
姓

同
名
と
な
ら
な
い
か
な
ど
を
審
査
の
上
名
乗
り
を
決
定
し
、
次
い
で
朝

廷
へ
の
手
続
き
が
と
ら
れ
、
形
式
的
に
勅
許
を
得
て
確
定
さ
れ
た
。 

○
百
官
名
（
ひ
ゃ
っ
か
ん
な
）
＝
「
国
名
＋
守
」
で
は
な
く
、
中
務
・
式

部
・
民
部
・
掃
部
な
ど
の
官
名
を
と
っ
て
つ
け
た
通
称
の
こ
と
。 

○
下
司
＝
武
家
の
名
乗
り
に
関
わ
っ
て
、
た
と
え
ば
越
前
守
の
「
守
」
、
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式
部
大
夫
の
「
大
夫
」
に
当
た
る
部
分
を
指
す
。
そ
の
場
合
、「
越
前
」
、

「
式
部
」
の
み
を
「
名
」
と
称
し
て
い
る
。 

 三 
史
料
解
説 

■
将
軍
謁
見
の
儀
礼 

江
戸
幕
府
の
年
中
行
事
は
大
名
・
諸
士
に
対
す
る
定
例
の
将
軍
謁
見
日

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
年
始
の
三
箇
日
、
五
節
句
（
人
日
〈
正

月
七
日
〉
・
上
巳
〈
三
月
三
日
〉
・
端
午
〈
五
月
五
日
〉
・
七
夕
〈
七
月

七
日
〉
・
重
陽
〈
九
月
九
日
〉
）
、
嘉
祥
〈
六
月
十
六
日
〉
、
玄
猪
〈
十

月
上
亥
日
〉
、
そ
し
て
毎
月
朔
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日
を
基
本
と
す
る

月
次
御
礼
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
相
続
・
叙
任
・
参
勤
な
ど
の
際
に
も
大
名
・

旗
本
ら
の
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
将
軍
と
の
謁
見
の
場
で
は
、
大
名
・
諸
士
の
家
格
に
応
じ
て
、

拝
礼
の
場
所
、
座
次
が
厳
格
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
何
枚
目
の
畳

に
座
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
。 

武
家
官
位
や
儀
礼
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
こ
の
よ
う
な
実
態
は
詳
細

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
場
で
ど
の
よ
う
な
紹
介
、

つ
ま
り
「
披
露
」
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
の
は
そ
の
場
の
音
声
を
録
音
す

る
術
が
な
か
っ
た
以
上
、
通
常
は
明
ら
か
に
で
き
ま
せ
ん
。 

■
「
披
露
口
」
と
い
う
史
料 

将
軍
の
面
前
で
大
名
の
名
は
ど
の
よ
う
に
披
露
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
興
味
深
い
問
題
に
答
え
て
く
れ
る
古
文
書
が
当
館
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
披
露
口(

ひ
ろ
う
ぐ
ち)

」
と
い
う
史
料
で
す
。 

大
名
ら
が
将
軍
に
拝
謁
す
る
際
に
そ
の
取
り
次
ぎ
に
当
た
り
、
儀
礼
を

円
滑
に
司
っ
た
の
は
、
「
奏
者
番
」
と
い
う
役
職
の
者
で
し
た
。
こ
の
「
披

露
口
」
は
奏
者
番
に
よ
る
披
露
方
法
の
覚
書
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
将
軍
と

大
名
ら
の
関
係
を
確
認
す
る
大
切
な
儀
礼
の
場
、
そ
れ
は
こ
の
場
を
取
り

仕
切
る
奏
者
番
に
と
っ
て
も
失
敗
の
許
さ
れ
な
い
緊
張
の
局
面
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
読
み
間
違
い
の
な
い
よ
う
、
披
露
の
方
法
、
複
数

の
読
み
方
が
あ
る
姓
の
確
認
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

こ
れ
を
み
る
と
江
戸
城
中
で
大
名
ら
が
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た

か
、
ど
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

な
お
、
「
披
露
口
」
の
表
紙
に
は
斎
藤
摂
津
守
（
髙
六
千
石
）
と
い
う

旗
本
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
期
に
小
姓
組
番
頭
・
外
国
奉
行
・

大
番
頭
な
ど
を
歴
任
し
た
齋
藤
摂
津
守
三
理
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
彼
自

身
は
奏
者
番
に
就
任
し
た
こ
と
は
な
く
、
こ
の
「
披
露
口
」
を
所
持
す
る

に
至
っ
た
具
体
的
経
緯
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
解
釈
】 

○
万
石
以
上
披
露
口 

一 

月
次
四
品
以
上
は
「
名
」
を
披
露
す
る
。
「
下
司
」
は
言
わ
な
い
。
し

か
し
「
陸
奥
守
」
・
「
摂
津
守
」
・
「
紀
伊
守
」
は
下
司
を
付
け
る
。

百
官
名
（
国
司
以
外
の
官
職
名
を
さ
す
か
）
も
「
下
司
」
を
言
わ
な
い
。

「
造
酒
正
」
・
「
市
正
」
は
そ
の
ま
ま
言
う
。
た
だ
し
無
官
の
「
縫
殿

介
」
・
「
内
蔵
介
」
抔
も
「
介
」
を
言
う
。 

一 

御
暇
の
節
は
誰
で
も
「
下
司
」
を
言
わ
な
い
。
「
苗
字
」
・
「
名
」
だ

け
で
あ
る
。 

一 

参
勤
其
外
御
礼
の
面
々
は
「
苗
字
」
・
「
名
」
・
「
下
司
」
と
も
に
言

う
。 

一 

節
句
に
出
る
御
礼
衆
の
披
露
は
「
苗
字
」
・
「
名
」
・
「
下
司
」
と
も

に
言
う
。 

（
人
名
の
書
き
上
げ
、
略
） 

右
の
通
り
、
す
べ
て
「
シ
ョ
ウ
」
と
ば
か
り
言
い
、
「
シ
ョ
ウ
ユ
ウ
」

と
は
言
わ
な
い
。
も
っ
と
も
、
大
輔
ハ
「
タ
ユ
ウ
」
と
言
う
趣
が
先
格

留
類
に
記
し
て
あ
る
の
に
、
な
ぜ
「
シ
ョ
ウ
」
と
だ
け
言
っ
て
い
る
の

か
、
順
々
に
取
り
調
べ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
も
そ
も
、
少
輔
は
「
シ

ョ
ウ
フ
」
で
、
「
フ
」
の
音
は
中
に
籠
も
る
か
ら
（
言
い
に
く
い
か
ら
）

「
シ
ョ
ウ
」
と
言
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
京
で
は
「
シ
ョ
ウ
」
と
言
っ
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て
い
る
。
大
輔
を
、
通
俗
は
、
「
イ
」
を
「
フ
」
に
加
え
「
タ
イ
フ
」

と
言
う
。
そ
の
「
タ
イ
フ
」
に
習
っ
て
、
「
シ
ョ
ウ
イ
ウ
」
と
言
っ
て

い
る
。
念
の
た
め
右
の
趣
を
こ
こ
に
記
し
て
置
く
。 

（
人
名
の
書
き
上
げ
、
略
） 

前
田

マ

エ

ダ 

右
は
「
マ
ヱ
ダ
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
と
か
く
「
マ
イ
ダ
」
と
唱
え
る
人
々

が
い
る
の
で
、
同
役
衆
（
奏
者
番
）
の
内
、
後
味
の
悪
い
感
じ
が
す
る
の

で
、
前
田
大
和
守
へ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
マ
ヱ
ダ
」
で
あ
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
念
の
た
め
に
、
こ
こ
へ
「
掛
紙
」
（
貼
り
紙
）
を
し
て
お
い
た
。 

■
「
披
露
口
」
に
お
け
る
披
露
の
仕
方
の
説
明 

「
披
露
口
」
で
は
、
拝
謁
者
の
披
露
の
仕
方
を
説
明
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
拝
謁
者
の
名
前
を
、
①
「
苗
字
」
・
②
「
名
」
・
③
「
下
司
」

の
三
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
浅
野(
あ
さ
の)

内
匠
頭(

た
く
み

の
か
み)

」
で
あ
れ
ば
、
①
の
「
苗
字
」
に
相
当
す
る
の
が
「
浅
野
」
、
②

の
「
名
」
に
相
当
す
る
の
が
「
内
匠
」
、
③
の
「
下
司
」
に
相
当
す
る
の

が
「
頭
」
で
す
。
ま
た
「
大
和
守
」
で
あ
れ
ば
、
「
大
和
」
が
②
の
「
名
」
、

「
守
」
が
③
の
「
下
司
」
に
な
り
ま
す
。 

披
露
の
仕
方
は
、
（
イ
）
月
次
拝
礼
の
場
面
、
（
ロ
）
御
暇
拝
礼
の
場

面
、
（
ハ
）
参
勤
交
代
そ
の
他
御
礼
拝
礼
の
場
面
、
（
ニ
）
節
句
拝
礼
の

場
面
、
と
い
う
よ
う
に
場
面
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
「
下
司
」
を
つ
け

る
場
合
の
国
司
名
は
、
紀
伊
守
は
「
き
の
か
み
」
、
摂
津
守
は
「
つ
の
か

み
」
と
読
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
「
披
露
」
に
お
け
る
慣
行
は
元
安
芸
国
広
島
藩
主
浅
野
長

勲
に
よ
っ
て
も
証
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
書
院
で
の
将
軍
謁
見
の
説
明
と

し
て
、
「
国
主
に
限
っ
て
、
老
中
の
披
露
が
あ
る
が
、
何
の
守
、
何
の
大

夫
と
は
言
わ
ん
で
、
た
だ
安
芸
と
か
、
薩
摩
と
か
、
備
前
と
か
い
う
よ
う

な
風
に
披
露
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
（
浅
野
長
勲
「
大
名
の
日
常
生
活
」

柴
田
宵
曲
『
幕
末
の
武
家
』
［
青
蛙
房
］
）
。 

ま
た
幕
府
制
度
史
の
基
本
文
献
も
「
諸
侯
拝
謁
の
披
露
は
通
常
苗
字
と
称

号
を
唱
ふ
る
も
、
正
徳
以
降
・
・
・
例
へ
ば
松
平
備
前
守
は
松
平
備
前
と
称
」

す
と
書
い
て
い
ま
す
（
松
平
太
郎
『
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
［
武
家
制
度
研
究

会
］
）
。
「
披
露
口
」
は
こ
う
し
た
実
態
を
語
る
一
次
史
料
と
し
て
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

■
「
披
露
口
」
に
お
け
る
難
読
の
大
名
た
ち 

続
い
て
、
大
名
家
の
う
ち
難
読
で
あ
っ
た
り
注
意
を
要
し
た
り
す
る
苗
字

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
「
三
宅
」
（
ミ
ヤ
ケ
）
（
三
河
国
田
原
藩
）
・
「
松
浦
」

（
マ
ツ
ラ
）
（
肥
前
国
平
戸
藩
）
・
「
増
山
」
（
マ
シ
ヤ
マ
）
（
伊
勢
国
長

島
藩
）
・
「
米
倉
」
（
ヨ
ネ
グ
ラ
）
（
武
蔵
国
六
浦
藩
）
・
「
米
津
」
（
ヨ

ネ
キ
ヅ
）
（
出
羽
国
長
瀞
藩
）
・
「
建
部
」
（
タ
ケ
ベ
）
（
播
磨
国
林
田
藩
）
・

「
朽
木
」
（
ク
ツ
キ
）
（
丹
波
国
福
知
山
藩
）
・
前
田
（
マ
ヱ
ダ
）
（
金
沢

藩
支
藩
、
上
野
国
七
日
市
藩
）
・
「
嶋
津
」
（
シ
マ
ヅ
）
（
薩
摩
藩
支
藩
、

砂
土
原
藩
）
・
「
山
内
」
（
ヤ
マ
ウ
チ
）
（
土
佐
国
高
知
藩
支
配
、
土
佐
新

田
藩
）
で
す
。 

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
意
外
な
こ
と
に
百
万
石
の
金
沢
藩
前
田
家
の
「
前
田
」

（
マ
ヱ
ダ
）
の
読
み
も
採
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
兎
角
『
マ
イ
ダ
』

ト
唱
」
え
る
者
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
念
の
た
め
、
前
田

大
和
守
（
金
沢
藩
支
藩
、
上
野
国
七
日
市
藩
）
に
事
実
を
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
「
マ
エ
ダ
」
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
ま
す
。 

「
あ
れ
？
問
い
合
わ
せ
先
は
百
万
石
の
前
田
家
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
お
思

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
金
沢
藩
は
「
松
平
」
家
で
あ
る
か
ら
。
徳

川
将
軍
家
と
の
縁
戚
関
係
上
、
金
沢
藩
・
加
賀
国
大
聖
寺
藩
・
越
中
国
富
山

藩
の
前
田
家
は
「
松
平
」
を
称
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
七
日
市
藩
の
前

田
家
だ
け
は
、
初
代
前
田
利
家
の
五
男
利
孝
か
ら
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
将

軍
家
と
は
縁
戚
関
係
が
な
く
、
「
前
田
」
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

「
前
田
」
の
読
み
方
が
問
題
と
な
る
家
は
七
日
市
藩
の
家
だ
け
な
の
で
す
。 


